
1 

 
 

奈良県教育委員会 

中学校理科における指導改善のポイント 

奈良県教育委員会事務局学校教育課 

 指導主事 富倉 勇  

 E-mail:tomikura-isamu@office.pref.nara.lg.jp 



奈良県教育委員会 

中学校理科における問題作成の主な枠組み 

2 

主として「知識」に関する問題（以下『知識』の問題） 

身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内
容や、実生活において不可欠であり常に活用できるようになって
いることが望ましい知識・技能など。 

主として「活用」に関する問題（以下『活用』の問題） 

知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題
解決のための構想を立て実践し評価・改善する力などにかかわる
内容。 

中学校理科の問題作成の主な枠組み 
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調査問題作成の基本理念 

知識 
知識 自然の事物・現象についての基礎的・基本的な知識と理解を問うもの。 

技能 観察、実験の操作、観察・実験の計画的な実施、結果の記録や整理など、自
然の事物・現象を科学的に探究する技能の基礎に関する知識を問うもの。 

活用 

適用 日常生活や社会の特定の場面において、基礎的・基本的な知識・技能を活用
することを問うもの。 

分析・ 
解釈 

基礎的・基本的な知識・技能を活用して、観察・実験の結果などを分析して解
釈することを問うもの。 

構想 
基礎的・基本的な知識・技能を活用して、自然の事物・現象の中に問題を見い
だして課題を設定し、予想や仮説を立てたり、観察・実験の条件を考えたりす
ることで観察・実験を計画することを問うもの。 

検討・ 
改善 

観察・実験の計画や結果の考察、日常生活や社会との関わりを思考するなど
の各場面において、基礎的・基本的な知識・技能を活用し、観察・実験の結果
などの根拠に基づいて、自らの考えや他者の考えに対して、多面的、総合的
に思考して、検討して改善することを問うもの。 
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平均正答率の推移 
【全体】 【知識】 【活用】 

県（公立） 全国（公立） 県（公立） 全国（公立） 県（公立） 全国（公立） 

H24 51.1 51.0 56.2 56.1 48.0 47.8 

H27 51.5 53.0 61.6 63.8 47.6 48.8 

H30 64 66.1 66 67.9 63 64.9 
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知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 

２（２）水97.0ｇに食塩3.0ｇを溶かした食塩水と、水100.0ｇに食塩3.0ｇを溶かし 
    た食塩水から、濃度3.0％の食塩水を選ぶ。 

解答：Ａ 
水：97ｇ 食塩：３ｇ 

正答率： 44.5％ 
 

   H24 49.4％ 
   H27 43.9％ 
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食
塩
で
人
工
海
水
を
つ
く
る
学
習
場
面
の
例 

学習指導に当たって 

 特定の質量パーセント濃度の水溶液が必要な状況で、生徒が水溶液の質量から溶質と溶媒の質量
を計算し、実際に水溶液をつくる場面を設定することが大切である。その際、つくった水溶液が特
定の質量パーセント濃度であるか、溶液と溶媒と溶質の質量の関係に注意しながら確認することが
大切である。 
 また、溶質と溶媒の割合の関係を視覚的に捉えることができるようにするために「線分図（テー
プ図）を利用することが考えられる。 
 また、身近なものとして、しょうゆやみそ汁などの食品を取り上げ、実際にそれに含まれる食塩
の質量パーセント濃度を求める学習場面を設定することも考えられる。 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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４（２）炎の色と金網に付くススの量を調べる実験を計画する際に、「変えない条 
    件」を記述する。 

解答（例）：金網の位置 

正答率： 39.5％ 無回答率： 21.0％ 

誤答例 
 
 炎の大きさ、炎の色、炎の勢い、空気の
量、ガスの量など 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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先哲の考えを手掛かりに、自分の考えを広げたり深めたりする学習場面の例 

 習得した知識・技能の活用だ
けでは、科学的な探究が進まな
い場面で、先哲の考えを手掛か
りにし、そこから、問題を見い
だして課題を設定し、実験を計
画する学習へつなげることも考
えられる。 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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先哲の考えを手掛かりに、自分の考えを広げたり深めたりする学習場面の例 

○ 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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○ 

先哲の考えを手掛かりに、自分の考えを広げたり深めたりする学習場面の例 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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「原因として考えられる要因」を全て挙げ、実験の計画を検
討して改善する指導の留意点 
 
① 「変化すること」と「その原因として考えられる要因」を全て挙げ、 
 妥当性を検討する指導の充実。 
② それらの要因を「変える条件（独立変数）」と「変えない条件」に整 
 理して、実験を計画する指導の充実。  

※その際、「原因として考えられる要因（独立変数）」の変化に伴って、 
 「変化すること（従属変数）」がどのように変化するかという視点を踏 
 まえ、課題解決の見通しが明確になる実験を計画できるようにする。 

学習指導に当たって 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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７（２）緊急地震速報を受け取ってからＳ波による揺れが始まるまでの時間が最も長 
    い観測地点について適切なものを選ぶ。 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 

77.9％ 

11.7％ 

4.9％ 

4.8％ 
解答類型２、４の反応率の合計は9.7％であ
る。初期微動継続時間の長さと震源からの距
離との関係の知識を活用して、緊急地震速報
の仕組みから複数の地震計の記録を分析して
解釈できていないと考えられる。 
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地震計の記録と緊急地震速報との関係を見いだす学習場面の例 

緊急地震速報を受け取ってから初期微動が
始まるまでの時間と震源からの距離との関
係を見いだす。 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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地震の記録と緊急地震速報の関係を見いだし、地震への備えを考える学習場面の例 

指導に当たっての留意点 
 地域の言い伝えが防災や減災につながった事例と地震に関する知識とを関
連付けながら触れることで、理科を学ぶ意義や有用性を実感することも考え
られる。 
 ただし、災害を取り上げる場合は、生徒の心理的 
な負担にならないように配慮する必要がある。 
 自然の事物・現象に関する知識・技能を活用して、 
防災や減災につながるようにすることが大切である。 
 
 
 
 
 

国土交通省気象庁「緊急地震速報について」より引用 
http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/nc/index.html 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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３（１）台風の進路予想図における台風の位置と現在の台風の周りの風向を示した図 
    から、観測地点における風向を予想して適切なものを選ぶ。 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 

ウ 33.9％ 

ア 35.7％ 

エ 12.0％ 

イ 18.1％ 
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ウ 33.9％ 

ア 35.7％ 

エ 12.0％ 

イ 18.1％ 

分析結果から明らかになった課題 

 台風の進路と予想図における台風の位置と、現在の台風の周りの風向を示した図とを適切に関
連付けて、観測地点における風向を予想することに課題があり、指導の充実が求められる。 

学習指導に当たって 

 天気図や気象衛星画像などの気象情報を基に天気の変化を考える上で、観測者の視点から気象現象を捉える
ことは大切である。 
 指導に当たっては、例えば、本問題のように、広域の気象情報と観測者が捉える気象情報とを関連付け、空
間と方位、時間の観点から気象現象を考えたり説明したりする学習場面を設定することが考えられる。 
 その際、上空から地上への視点の移動を促すために、天気図上に人形を置くなど、観測地点の気象現象を空
間的に捉えられるようにすることが大切である。 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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３（３）シミュレーションの結果について考察した内容を検討して、台風の進路を決 
    める条件を記述する。 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 

解答（例）：太平洋高気圧の範囲 

正答率： 48.5％ 無回答率： 9.5％ 

誤答例  
 太平洋高気圧の範囲・面積・強さなどに加え、
日本付近の偏西風の強弱や台風が発生する地点に
ついて記述しているもの。 
 
 25.3％ 

 条件制御の知識・技能を活用して、考察した内
容を検討して改善することができていないと考え
られる。 
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本問題で取り扱った観察・実験 
  理科ねっとわーく http://rika-net.com/ 

 時間的・空間的に長大な自然の事物・現象を科学的に探究する
上で、コンピュータを用いたシミュレーションを行い、結果を考
察することは有用である。 
 シミュレーションの結果から台風の進路に影響を与える条件を
考察する際、はじめに個人で考え、次に個人の考察をグループで
実験の制御や結果に照らして適切であるかという視点から改善す
ることが大切である。 

学習指導に当たって 

条件を制御してシミュレーションを行い、考察を検討して改善できるようにする学習場面の例 
 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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条件を制御して、仮説を検証するためのシミュレーションを計画する学習場面の例 
 

○ 

「台風の進路は、太
平洋高気圧の範囲に
影響を受けているの
ではないか」という
仮説を立てた場合の
授業アイディア例 

○ 

 シミュレーション
の利点は、条件を制
御して繰り返し実験
ができることがであ
る。この利点を踏ま
えて仮説が成り立つ
かどうか見通しをも
って、シミュレーシ
ョンを行うことが大
切である。 

本授業アイディア例
活用のポイント 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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条件を制御したシミュレーションを行い、予想と結果を比較して個人で考察した後、個人の考察をグループ
で検討して改善する学習場面の例 

○ 

○ 

 グループで考察を検討し
て改善する際、「課題に正
対しているか」、「結果の
予想と観察・実験の結果と
を比較して妥当であるか」
などを視点として明示し、
分析・解釈の妥当性につい
て話し合うようにすること
が大切である。 

本授業アイディア例 
活用のポイント 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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８（３）アルミニウムは水の温度変化に関係していることについての新たな疑問を記 
    述する。 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 

解答（例）： 
 アルミニウムはどの物質と反応
して温度が上昇しているのか 

正答率： 71.1％ 無回答率： 24.5％ 

アルミニウムは水の温度変化に関係してい
ることについて、新たな疑問をもち問題を
見いだすことができている。 



奈良県教育委員会 

調査結果を踏まえた授業改善の視点⑥（活用） 

22 

探究の過程を振り返り、新たな疑問をもち問題を見いだす学習場面の例 

 探究の過程を振り返り、新たな疑問をもち、問題を見いだせるようにするために、
例えば、探究の過程を振り返って新たな疑問をノートに書くことなどが考えられる。 

学習指導に当たって 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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探究の過程を振り返り、新たな疑問をもち問題を見いだす学習場面の例 

 新たな疑問を大切にし、問題を見いだして探究を深めることは大切である。 

学習指導に当たって 

知識【知識、技能】活用【適用、分析・解釈、構想、検討・改善】 
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質問事項 H30 H27 H24 

理科の勉強は好きですか。 
55.5 

（-7.4） 
56.6 

（-5.3） 
53.2 

（-8.4） 

理科の勉強は大切だと思いますか。 
63.6 

（-7.0） 
63.6 

（-5.7） 
61.3 

（-7.2） 

理科の授業の内容はよく分かりますか。 
67.5 

（-2.5） 
65.1 

（-1.7） 
59.0 

（-5.1） 

理科の授業や学習したことや、将来、社会に
出たときに役に立つと思いますか。 

47.8 
（-7.9） 

47.5 
（-6.8） 

45.5 
（-6.4） 

生徒質問紙調査における回答状況 
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上段：肯定的回答  下段：全国平均との差 

理科の学習における関心・意欲等に関する質問項目 

分析結果と課題 

『好き』『大切』『よく分かる』『役に立つ』について、前回と比較して
全ての質問項目で肯定的な回答の割合が下回っている。また、今回、全国
平均との比較において2.5ポイント～7.9ポイント下回っている。 



69.6  
65.1  

60.9  
55.3  

45.0

55.0

65.0

75.0

当てはまる どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

69.4  
66.5  

63.0  

57.7  

45.0

55.0

65.0

75.0

当てはまる どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

71.3  
65.5  

58.5  

52.3  

45.0

55.0

65.0

75.0

当てはまる どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

71.3  

65.6  
61.3  

56.0  

45.0

55.0

65.0

75.0

当てはまる どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 
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生徒質問紙調査における回答状況 

理科の学習における関心・意欲等に関する質問項目と平均正答率 

理科の勉強は好き 理科の勉強は大切だと思う 

理科の授業の内容はよく分かる 理科の授業や学習したことや、将来、社会に出
たときに役に立つ 
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生徒質問紙調査における回答状況 

理科の授業では、理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか 

分析結果と課題 

「週１回以上」と回答した生徒の割合は前回より1.8ポイント上昇している。
また今回、全国平均との比較において、24.5ポイント下回っている。 

平成27年度 

平成30年度 

39.2  

14.4  

44.7  

51.8  

11.5  

26.8  

4.0  

6.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国（公立） 

県（公立） 

40.7  

16.2  

46.4  

56.5  

9.7  

23.3  

3.0  

3.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国（公立） 

県（公立） 

週１回以上 月１回以上 学期に１回以上 ほとんど、または、全く行っていない 
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生徒質問紙調査における回答状況 

「理科の授業の内容はよく分かる」と「理科の授業では、理科室で観察や実験をどの
くらい行いましたか」 

理科における資質・能力を育成する上で、観察、実験が大切であることはもちろん、自
然の事物・現象に触れる機会を生徒に与えることは大切である。 
 

理科において育成を目指す資質・能力 
 （１）自然の事物・現象についての理解。 
    科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能。 
 （２）観察、実験などを行い、科学的に探究する力。 
 （３）自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度。 

指導改善のポイント 



奈良県教育委員会 28 

生徒質問紙調査における回答状況 

理科における「見通し」と「振り返り」についての質問項目と平均正答率 

指導に当たっては、生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりす
る活動を計画的に取り入れるよう工夫することが大切である。 

指導改善のポイント 

72.1  
68.1  

61.6  

55.1  

45.0

55.0

65.0

75.0

理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間

違っていないかを振り返って考えていますか 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

71.0  
67.6  

62.9  

56.3  

45.0

55.0

65.0

75.0

理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実験

の計画を立てていますか 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 
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生徒質問紙調査における回答状況 

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科 

「理科の授業で、観察や実験の結果を考察してい
ますか」と各科目の平均正答率 

「理科の授業で、観察や実験の結果を考察している」と回答した生徒は、理科だけ
ではなく、国語、算数の平均正答率も高い傾向が見られる。 

指導改善のポイント 

80.3  77.9  
72.1  

68.6  66.4  
62.5  

55.8  
50.5  

74.8  
69.2  

60.3  
53.8  56.3  

49.5  

39.2  
32.5  

72.2  
66.7  

58.5  
52.0  

当てはまる 

どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 

当てはまらない 
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実験を計画すること 

授業改善の視点のまとめ 

・自然の事物・現象の「原因として考えられること」を全て挙げ、問題解決の知識・技能 
 を活用して、条件を制御した実験を計画すること。 

・探究の過程を振り返り、新たな疑問をもつこと。 

分析して解釈すること 

・複数の情報を関連付けて分析して解釈すること。 

検討して改善すること 

・課題に対して適切に考察（課題に正対した考察）するという視点で、観察・実験の結果に 
 基づいて、自分の考えや他者の考えを検討して改善すること。 

知識・技能を活用すること 

・広域の気象情報と観測者が捉える気象情報とを関連付け、空間と方位、時間の観点から気 
 象現象を捉えること。 

先生方にお願いしたいこと １ 
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生徒の科学的な体験活動の充実  

授業改善の視点のまとめ 

先生方にお願いしたいこと ２ 

・理科室で行う観察・実験を充実する。 

調査問題の把握 

・設問の趣旨の把握に努める。 

・中学校理科において、育成を目指す資質・能力との整合を図る。 

生徒の学習活動の充実  

・生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入 
 れる。 

・探究の過程を振り返り、新たな疑問をもち問題を見いだす学習活動を取り入れる。 

・単元などの内容や時間のまとまりにおいて、生徒の学習状況を把握する取組として、こ 
 れまでの実施された理科の調査問題を活用する。また、家庭学習の充実に向けた取組と 
 して、本調査問題を活用することも考えられる。 


